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白
居
易
の
「
竹
林
七
賢
」
観

T
he BaiJuyi

（白
居
易

）’s V
iew

 of “Z
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ixian
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宏

要　
　
　

旨

中
尾
健
一
郎
氏
は
、「
洛
陽
時
代
の
白
居
易
と
魏
晋
の
士
人
―
―
『
竹
林
七
賢
』
を
中
心
に
」
に
お
い
て
、
白
居
易
が
洛
陽
に
閑
居
し
た
大
和
三

（
八
二
九
）
年
以
降
と
そ
れ
以
前
と
い
う
二
つ
の
時
期
で
の
詩
を
比
較
し
、
そ
の
変
化
か
ら
白
居
易
の
後
半
生
の
処
世
を
読
み
取
り
、「
彼
ら
（
引
用

者
注
：「
竹
林
七
賢
」
や
陶
淵
明
等
）
の
如
く
危
難
を
避
け
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
や
は
り
中
央
政
界
に
執
着
の
無
い
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
仮
説
を
論
証
さ
れ
て
い
る
。
中
尾
氏
の
論
考
が
示
す
分
析
・
結
論
は
、
妥
当
な
も
の
で
あ
り
、
大
い
に
賛
同
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
中
尾
氏
が
論
証
に
用
い
た
の
は
、
白
居
易
の
「
竹
林
七
賢
」
に
言
及
し
た
詩
の
す
べ
て
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
小
論
で
は
、
白
居
易
の

「
竹
林
七
賢
」
に
言
及
し
た
そ
の
他
の
詩
で
も
、
中
尾
氏
の
出
さ
れ
た
仮
説
に
沿
っ
た
表
現
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド

白
居
易
、
竹
林
七
賢
、
阮
籍
、
嵆
康
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は
じ
め
に

唐
と
い
う
時
代
を
見
渡
せ
ば
、
盛
唐
の
李
白
、
杜
甫
の
名
は
絶
大
な
る
存
在
感
を
持
つ
。
そ
し
て
、
二
人
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
詩

人
と
し
て
、
中
唐
の
白
居
易
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
筆
者
は
、
詩
に
見
ら
れ
る
「
竹
林
七
賢
」
の
描
か
れ
方
を
見
て

き
た
。
そ
れ
ら
は
、
六
朝
の
顔
延
之
、
庾
信
、
盛
唐
の
李
白
、
杜
甫
、
そ
し
て
宋
の
蘇
軾
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
代
表
す
る
詩
人
の

詩
で
あ
る
。
と
な
る
と
、
李
白
、
杜
甫
の
後
、
蘇
軾
に
至
る
ま
で
の
間
の
時
代
を
代
表
す
る
詩
人
と
し
て
、
白
居
易
の
詩
を
見
な
い
わ

け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
白
居
易
の
研
究
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
白
居
易
の
詩
に
現
れ
る
「
竹
林
七
賢
」
に
触
れ
た
研
究
も
存
在
す
る
。
特

に
、
白
居
易
に
と
っ
て
、「
竹
林
七
賢
」
は
何
を
示
す
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
行
わ
れ
た
研
究
に
、
中
尾
健
一
郎
氏
の
「
洛
陽
時
代
の

白
居
易
と
魏
晋
の
士
人
―
―
『
竹
林
七
賢
』
を
中
心
に
」
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
小
論
は
、
中
尾
氏
の
研
究
を
受
け
、
そ
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
を
、
中
尾
氏
が
用
い
な
か
っ
た
材
料
、
ま
た
は
問
題
と
し
な

か
っ
た
細
部
を
用
い
て
、
論
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。
つ
ま
り
、
阮
籍
、
嵆
康
、
劉
伶
の
三
者
と
い
う
中
尾
氏
の
限
定
（
白
居

易
の
詩
に
よ
る
「
竹
林
七
賢
」
へ
の
言
及
自
体
が
、
ほ
ぼ
こ
の
三
者
に
限
ら
れ
る
が
）
を
継
ぎ
、
そ
し
て
そ
の
内
の
阮
籍
と
嵆
康
へ
の
認
識
を

読
み
解
く
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、「
白
居
易
の
『
竹
林
七
賢
』
観
」
と
銘
打
っ
て
は
い
る
が
、
そ
の
実
、
問
題
と
す
る
の
は
阮
籍
、

嵆
康
の
二
人
で
あ
る（

（
（

。

ま
ず
、
第
一
章
に
て
、
中
尾
氏
の
考
察
を
確
認
し
、
第
二
章
で
は
、
阮
籍
に
関
す
る
詩
、
第
三
章
で
は
、
嵆
康
に
関
す
る
詩
を
見
る
。
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第
一
章　

先
行
研
究
の
確
認

ま
ず
、
前
提
と
な
る
中
尾
氏
の
考
察
（
（
（

を
確
認
し
た
い
。

中
尾
氏
は
、
阮
籍
、
嵆
康
、
劉
伶
に
言
及
し
て
い
る
詩
を
、
洛
陽
時
代
以
前
と
洛
陽
時
代
と
に
分
け
て
比
較
し
て
い
る
。
特
に
中
尾

氏
が
注
目
す
る
の
は
、
洛
陽
時
代
以
前
と
洛
陽
時
代
に
詠
わ
れ
た
「
竹
林
七
賢
」
へ
の
言
及
の
変
化
に
よ
っ
て
見
ら
れ
る
、
白
居
易
の

後
半
生
の
処
世
に
つ
い
て
で
あ
る
。

洛
陽
時
代
以
前
の
作
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
作
品
で
あ
る
。（　
）
内
に
言
及
さ
れ
て
い
る
部
分
を
挙
げ
る
。

・「
唐
生
に
寄
す
」（「
賈
誼
哭
時
事
、
阮
籍
哭
路
岐
。」）

・「
馬
上
の
作
」（「
弾
琴
復
有
酒
、
但
慕
嵆
阮
徒
。」）

・「
酒
に
對
す
」（「
所
以
劉
阮
輩
、
終
年
酔
兀
兀
。」）

・「
王
質
夫
を
哭
す
」（「
篇
詠
陶
謝
輩
、
風
襟
嵆
阮
徒
。」）

・「
微
之
の
詩
に
和
す
二
十
三
首
」
其
の
十
一
「
新
樓
北
園
に
偶
集
し
、
孫
公
度
、
周
巡
官
、
韓
秀
才
、
盧
秀
才
、
范
處
士
を
從
へ
て

小
飲
す
、
鄭
侍
御
判
官
、
周
、
劉
二
從
事
皆
先
に
歸
る
に
和
す
」（「
天
地
為
幕
席
、
富
貴
如
泥
沙
。
嵆
劉
陶
阮
徒
、
不
足
置
歯
牙
。」）

・「
秋
齋
」（「
阮
籍
謀
身
拙
、
嵆
康
向
事
慵
。」）

・「
讀
史
五
首
」
其
の
二
（「
馬
遷
下
蠶
室
、
嵆
康
就
囹
圄
。」）
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・「
雜
感
」（「
呂
安
兄
不
道
、
都
市
殺
嵆
康
。」）

・「
慵
を
詠
ず
」（「
常
聞
嵆
叔
夜
、
一
生
在
慵
中
。」）

・「
馬
侍
御
の
贈
ら
る
る
に
答
ふ
」（「
浅
薄
求
賢
思
自
代
、
嵆
康
莫
寄
絶
交
書
。」）

・「
微
之
の
詩
に
和
す
二
十
三
首
」
其
の
十
六
「
鄭
侍
御
が
東
陽
に
て
春
悶
に
懷
を
放
に
し
越
遊
を
追
ひ
て
寄
せ
ら
れ
し
に
酬
ゆ
る
に

和
す
」（「
生
何
足
養
嵆
著
論
、
途
何
足
泣
楊
漣
洏
。」）

・「
陶
潛
の
體
に
效
ふ
詩
十
六
首
」
其
の
十
三
（「
晉
朝
軽
高
士
、
林
下
棄
劉
伶
。」）

・「
橋
亭
卯
飲
」（「
生
計
悠
悠
身
兀
兀
、
甘
従
妻
喚
作
劉
伶
」）

洛
陽
時
代
以
前
で
は
、
並
称
を
含
め
、
阮
籍
六
例
、
嵆
康
九
例
、
劉
伶
四
例
が
見
ら
れ
る
。
詠
わ
れ
る
属
性
で
は
、
並
称
で
は
、

「
名
利
や
富
貴
を
も
の
と
も
し
な
い
風
雅
な
先
人
」
と
い
う
属
性
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
単
独
で
の
言
及
で
は
、「
困
難
な
時
世

を
生
き
た
先
人
」
と
い
っ
た
属
性
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
詠
わ
れ
た
属
性
か
ら
白
居
易
の
認
識
を
ま
と
め
れ
ば
、

つ
ま
り
洛
陽
時
代
以
前
の
白
居
易
に
と
っ
て
、
阮
籍
・
嵆
康
・
劉
伶
は
風
雅
の
徒
で
あ
る
と
同
時
に
、
同
情
す
べ
き
先
人
と
し
て

意
識
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る（

（
（

。

と
な
る
の
だ
ろ
う
。

次
に
、
洛
陽
時
代
の
も
の
と
し
て
は
、
次
の
作
品
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
様
に
（　

）
内
に
言
及
し
て
い
る
部
分
を
挙
げ
る
。
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・「
琴
酒
に
對
す
」（「
祇
応
康
与
籍
、
及
我
三
心
知
。」）

・「
詩
酒
琴
の
人
、
例
と
し
て
多
く
は
薄
命
な
り
、
予
酷
だ
三
事
を
好
む
、
雅
に
此
科
に
當
れ
り
、
而
る
に
得
る
所
已
に
多
く
、
幸
た

る
こ
と
斯
に
甚
し
、
偶
狂
詠
を
成
し
、
聊
か
愧
懷
を
寫
す
」（「
中
散
步
兵
終
不
貴
、
孟
郊
張
籍
過
於
貧
。」）

・「
鄭
二
司
錄
と
李
六
郎
中
と
寒
食
の
日
相
過
り
、
同
じ
く
宴
し
て
贈
ら
る
る
に
酬
ゆ
」（「
迎
接
須
矜
疏
傅
老
、
祇
供
莫
笑
阮
家
貧
。」）

・「
令
狐
留
守
尚
書
が
贈
ら
る
る
に
酬
ゆ
十
韻
」（「
慵
於
嵆
叔
夜
、
渇
似
馬
相
如
。」）

・「
老
慵
」（「
近
来
漸
喜
知
聞
断
、
免
悩
嵆
康
索
報
書
。」）

・「
詠
懷
」（「
嵆
康
日
日
懶
、
畢
卓
時
時
酔
。」）

・「
晚
に
香
山
寺
に
歸
り
因
り
て
所
懷
を
詠
ず
」（「
嘗
聞
嵆
呂
輩
、
尤
悔
生
疎
頑
。」）

・「
皇
甫
郎
中
が
秋
曉
同
じ
く
天
宮
閣
に
登
り
懷
を
言
ふ
に
和
す
六
韻
」（「
張
翰
一
杯
酣
、
嵆
康
終
日
懶
。」）

・「
洛
下
に
閒
居
し
山
南
の
令
狐
相
公
に
寄
す
」（「
不
鍛
嵆
康
彌
懶
静
、
無
金
疏
傅
更
貧
閑
。」）

・「
家
醞
を
詠
ず
十
韻
」（「
独
醒
従
古
笑
霊
均
、
長
酔
如
今
斅
伯
倫
。」）

・「
詠
興
五
首
」
其
の
五
「
小
庭
に
も
亦
た
月
有
り
」（「
幕
天
而
席
地
、
誰
奈
劉
伶
何
。」）

・「
北
窗
の
三
友
」（「
嗜
詩
有
淵
明
、
嗜
琴
有
啓
期
。
嗜
酒
有
伯
倫
、
三
人
皆
吾
師
。」）

・「
洛
陽
に
愚
叟
有
り
」（「
抱
琴
栄
啓
期
、
縦
酒
劉
伶
達
。」）

・「
崔
二
十
四
常
侍
を
哭
す
」（「
伯
倫
毎
置
随
身
鍤
、
元
亮
先
為
自
祭
文
。」）

・「
吳
祕
監
美
酒
有
る
每
に
、
獨
り
酌
み
獨
り
醉
ふ
、
但
し
詩
報
を
蒙
る
の
み
に
し
て
、
飲
を
以
て
招
か
ず
、
輒
ち
此
に
戲
れ
酬
い
、

兼
ね
て
夢
得
に
呈
す
」（「
賴
有
伯
倫
為
酔
伴
、
何
愁
不
解
傲
松
喬
。」）
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・「
醉
中
上
都
の
親
友
の
書
を
得
る
に
、
予
が
俸
を
停
め
ら
れ
し
こ
と
多
時
な
る
を
以
て
、
貧
乏
を
憂
問
す
、
偶
酒
興
に
乘
じ
、
詠
じ

て
之
に
報
ゆ
」（「
異
世
陶
元
亮
、
前
生
劉
伯
倫
。」）

洛
陽
時
代
で
は
、
阮
籍
は
減
少
し
て
三
例
と
な
り
、
嵆
康
は
八
例
で
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
、
劉
伶
は
増
加
し
七
例
と
な
っ
て
お
り
、
中
尾

氏
は
大
幅
に
増
加
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
洛
陽
時
代
以
前
に
多
く
見
ら
れ
る
並
称
が
減
り
、
個
人
で
の
言
及
が
多
く
な
る
。
そ

れ
に
つ
れ
て
、
彼
ら
を
「
風
雅
の
徒
」
と
し
て
詠
わ
な
く
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
阮
籍
の
属
性
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、

「
琴
酒
を
好
ん
だ
」、「
地
位
が
低
か
っ
た
」、「
貧
し
か
っ
た
」
で
あ
る
。

嵆
康
の
属
性
と
し
て
は
、
半
数
の
四
例
が
「
慵
」、「
懶
」
に
つ
い
て
言
う
。
そ
し
て
、
中
尾
氏
は
、
嵆
康
の
例
の
数
が
洛
陽
時
代
以

前
に
比
べ
て
変
わ
ら
な
い
こ
と
か
ら
、「
白
居
易
が
甚
だ
嵆
康
を
好
ん
だ
こ
と
を
窺
わ
せ
る
」
と
し
て
い
る
。

劉
伶
へ
の
言
及
が
増
え
た
こ
と
は
、「
晩
年
の
白
居
易
が
、
嵆
康
に
決
し
て
お
と
ら
な
い
ほ
ど
劉
伶
を
愛
好
し
た
こ
と
」
を
示
す
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
洛
陽
時
代
以
前
で
は
多
く
見
ら
れ
た
嵆
康
・
阮
籍
と
の
併
称
が
な
く
な
り
、
陶
淵
明
と
の
並
称
が
増
え
て
い

る
。
こ
れ
は
、「『
達
者
』
と
し
て
の
陶
淵
明
と
劉
伶
に
甚
だ
親
近
感
を
覚
え
た
」
か
ら
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
阮
籍
・
嵆
康
／
劉
伶
・
陶
淵
明
と
い
う
対
立
を
同
情
／
敬
慕
と
い
う
対
立
と
し
て
捉
え
、
阮
籍
・
嵆
康
か
ら
劉
伶
・
陶
淵
明

へ
と
言
及
の
軸
が
動
い
て
い
く
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
阮
籍
・
嵆
康
の
持
つ
「
名
利
を
超
越
し
た
」
／
「
時
流
に
抵
抗
し
た
」
と
い

う
二
面
性
の
う
ち
、「
時
流
に
抵
抗
し
た
」
と
い
う
一
面
が
、
白
居
易
の
当
時
の
政
治
的
な
状
況
・
志
向
を
踏
ま
え
る
と
、「
阮
籍
と
嵆

康
が
師
と
し
て
賞
揚
す
る
人
物
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
か
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
彼
ら
（
引
用
者
注
：「
竹
林
七
賢
」
や
陶
淵

明
等
）
の
如
く
危
難
を
避
け
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
や
は
り
中
央
政
界
に
執
着
の
無
い
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か（

（
（

」
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と
い
う
こ
と
に
な
る
。
中
尾
氏
は
、
い
く
つ
か
の
白
居
易
の
詩
を
引
き
、
当
時
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
仮
定
を
論
証
し
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
、
中
尾
氏
の
論
考
を
見
て
き
た
。
中
尾
氏
が
提
出
し
た
白
居
易
の
「
竹
林
七
賢
」
へ
の
認
識
に
つ
い
て
、
筆
者
は
大
筋
同

意
す
る
。

し
か
し
、
中
尾
氏
が
白
居
易
が
「
竹
林
七
賢
」
に
言
及
し
た
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
姓
名
や
別
称
の
類
を
挙
げ
、
直
接

的
に
言
及
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、「
竹
林
七
賢
」
に
関
わ
り
の
あ
る
故
事
を
引
い
て
い
る
場
合
、
中
尾
氏
の
指
摘
し
て
い
た

白
居
易
の
「
竹
林
七
賢
」
へ
の
認
識
と
の
間
に
、
差
異
が
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
を
確
か
め
る
た
め
、
小
論
で
は
、
中
尾
氏
が
採
用
し
た
洛
陽
時
代
以
前
と
洛
陽
時
代
と
い
う
区
分
を
引
き
継
ぎ
、
主
に
阮
籍

に
関
わ
る
故
事
を
引
い
た
例
と
、「
竹
林
七
賢
」
に
言
及
し
た
詩
の
細
か
い
描
写
を
中
心
に
、
中
尾
氏
の
提
出
し
た
白
居
易
の
「
竹
林

七
賢
」
へ
の
認
識
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

第
二
章　

阮
籍
に
関
わ
る
故
事
の
使
用

白
居
易
が
阮
籍
に
関
わ
る
故
事
を
引
い
て
い
る
作
品
は
、
九
例
見
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
故
事
に
よ
っ
て
ま
と
め
れ
ば
、「
青
眼
」

「
白
眼
」
な
ど
の
「
眼
」
に
関
わ
る
も
の
六
例
、「
途
窮
」
に
関
わ
る
も
の
三
例
で
あ
る
。
ま
ず
、「
眼
」
に
関
わ
る
も
の
か
ら
見
て
い

く
（
（
（

。
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第
一
節　
「
青
眼
」、「
白
眼
」

阮
籍
が
俗
士
を
憎
ん
だ
こ
と
を
表
現
す
る
、
次
の
よ
う
な
故
事
が
あ
る
。

阮
籍
は
青
眼
と
白
眼
を
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
俗
士
を
見
る
と
き
は
、
白
眼
で
対
し
た
。
嵆
喜
が
弔
問
に
訪
れ
た
際
、
阮
籍

は
白
眼
で
対
し
、
嵆
喜
は
そ
れ
を
喜
ば
ず
帰
っ
た
。
嵆
喜
の
弟
の
嵆
康
は
こ
の
こ
と
を
聞
き
、
酒
を
用
意
し
琴
を
脇
に
手
挟
ん
で

来
る
と
、
阮
籍
は
大
い
に
喜
び
、
青
眼
で
対
し
た（

（
（

。

洛
陽
時
代
以
前
に
、「
青
眼
」、「
白
眼
」
な
ど
「
眼
」
に
関
わ
る
阮
籍
の
故
事
を
引
い
た
も
の
は
、
三
例
見
ら
れ
た
。
ま
ず
、「
江
樓

に
て
夜
元
九
の
律
詩
を
吟
じ
三
十
韻
を
成
す
」
で
あ
る
。
部
分
の
み
挙
げ
る
。

君
と
私
は
各
々
詩
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、

遠
く
隔
た
り
互
い
に
海
に
投
げ
捨
て
る
よ
う
な
や
り
と
り
と
な
っ
て
い
る
。

詩
を
詠
う
た
び
に
白
髪
は
増
え
、

青
眼
で
も
っ
て
視
野
に
穴
が
空
く
ほ
ど
君
の
い
る
遠
く
を
眺
め
る（

（
（

。

こ
の
詩
は
、
遠
く
離
れ
た
土
地
に
い
る
友
人
、
元
稹
を
思
っ
て
詠
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
自
身
の
眼
を
阮
籍
が
気
の
合

う
仲
間
へ
向
け
た
「
青
眼
」
に
譬
え
て
、
元
稹
へ
の
思
い
を
表
現
し
て
い
る
。
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次
は
、
友
人
の
眼
差
し
を
「
青
眼
」
に
譬
え
た
も
の
で
あ
る
。

「
春
雪
に
皇
甫
の
家
を
過
る
」

夕
方
駕
籠
に
乗
っ
て
雪
の
中
を
出
掛
け
て
み
れ
ば
、

う
れ
し
い
こ
と
に
君
の
家
の
門
が
ち
ょ
う
ど
開
く
の
に
行
き
あ
っ
た
。

こ
の
上
は
主
人
で
あ
る
君
が
青
眼
で
も
っ
て
接
し
て
く
れ
れ
ば
、

琴
酒
談
笑
が
自
然
と
生
じ
る
だ
ろ
う（

（
（

。

こ
こ
で
は
、
俗
士
に
は
決
し
て
向
け
ら
れ
な
い
「
青
眼
」
が
、
白
居
易
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
友
人
と
の
親
密
さ
と
い
う
含
意
と
と

も
に
、
白
居
易
の
自
分
は
俗
士
で
は
な
い
と
い
う
自
負
が
読
み
取
れ
る
。

そ
し
て
、
次
の
「
蘇
庶
子
に
答
ふ
」
で
は
、
白
居
易
と
友
人
双
方
が
と
も
に
「
青
眼
」
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

た
ま
た
ま
関
東
へ
の
使
者
に
命
じ
ら
れ
、

ま
た
洛
陽
に
て
君
と
と
も
に
遊
ん
だ
。

病
の
た
め
に
酒
を
断
ち
、

老
い
て
愁
え
て
い
る
ば
か
り
だ
。

君
と
互
い
に
青
眼
で
も
っ
て
親
し
む
が
、
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共
に
挫
折
を
味
わ
っ
た
白
髪
頭
だ
。

私
は
宮
中
の
閑
職
に
身
を
置
く
が
、

君
の
太
子
附
き
の
役
職
も
似
た
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う（

（
（

。

先
に
挙
げ
た
「
江
樓
に
て
夜
元
九
の
律
詩
を
吟
じ
三
十
韻
を
成
す
」
で
は
、
遠
く
離
れ
た
友
人
を
思
い
、「
春
雪
に
皇
甫
の
家
を
過

る
」
で
は
、
友
人
が
迎
え
て
く
れ
た
こ
と
を
「
青
眼
」
を
用
い
て
表
現
し
て
い
た
が
、
こ
の
詩
で
は
、
友
人
と
会
っ
て
い
る
際
か
、
ま

た
は
そ
の
交
友
を
思
い
出
し
て
詠
っ
て
い
る
の
で
、
ど
ち
ら
か
が
「
青
眼
」
な
の
で
は
な
く
、
双
方
が
「
青
眼
」
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
。以

上
、
洛
陽
時
代
以
前
の
三
例
を
見
た
。
次
に
、
洛
陽
時
代
で
の
「
眼
」
に
関
わ
る
阮
籍
故
事
の
使
用
例
を
見
て
い
く
。

ま
ず
、「
青
眼
」
を
用
い
た
も
の
二
例
を
先
に
見
る
。「
醉
後
重
ね
て
晦
叔
に
贈
る
」
の
部
分
の
み
挙
げ
る
。

君
と
私
は
詩
癖
が
あ
り
、

と
も
に
酒
を
飲
む
こ
と
で
仙
人
に
な
ろ
う
と
し
た
。

青
眼
を
巡
ら
し
て
笑
い
な
が
ら
語
り
合
い
、

酔
っ
て
は
白
髪
頭
を
並
べ
て
眠
る
（
（1
（

。

こ
の
詩
も
洛
陽
時
代
以
前
の
最
後
に
挙
げ
た
「
蘇
庶
子
に
答
ふ
」
と
同
様
、
友
人
と
の
交
友
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
双
方
が
「
青
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眼
」
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。

次
の
場
合
は
、
双
方
で
は
な
く
、「
青
眼
」
を
向
け
ら
れ
る
の
が
白
居
易
で
あ
る
も
の
で
あ
る
。

「
劉
汝
州
が
侍
中
に
長
句
を
寄
せ
ら
る
る
に
酬
ゆ
る
に
和
し
、
因
り
て
集
賢
坊
の
勝
事
を
書
き
て
、
戲
れ
て
之
に
問
ふ
」

私
の
い
る
洛
陽
と
君
の
い
る
汝
州
は
境
界
を
接
し
て
い
る
が
、

私
と
裴
度
と
は
互
い
の
家
を
行
き
来
し
て
い
る
。

汝
州
に
い
る
君
（
劉
禹
錫
）
と
の
距
離
は
遠
く
は
な
い
が
、

裴
度
と
は
百
歩
余
り
の
距
離
な
の
で
よ
り
親
密
な
の
だ
。

裕
福
な
裴
度
の
宴
会
に
し
ば
し
ば
呼
ば
れ
、

私
が
酔
っ
て
吐
い
て
も
そ
の
青
眼
に
笑
み
を
湛
え
て
許
し
て
く
れ
る
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
汝
州
の
役
所
に
は
酒
が
あ
る
そ
う
だ
が
、

風
流
な
景
色
を
前
に
共
に
飲
む
友
人
は
い
る
の
か
な（

（1
（

。

こ
の
詩
で
「
青
眼
」
で
も
っ
て
白
居
易
を
見
る
の
は
裴
度
で
あ
り
、
白
居
易
は
見
ら
れ
る
位
置
に
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
詩
で
は
、
次

の
丙
吉
の
故
事
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

丙
吉
の
馭
者
に
酒
好
き
で
、
し
ば
し
ば
職
務
を
怠
け
る
者
が
い
た
。
あ
る
と
き
丙
吉
に
従
っ
て
出
か
け
た
が
、
酒
に
酔
っ
て
丞
相
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の
車
で
吐
い
て
し
ま
っ
た
。
西
曹
主
吏
が
こ
の
馭
者
を
斥
け
よ
う
と
す
る
と
、
丙
吉
が
言
っ
た
。「
酒
に
よ
る
失
敗
で
処
分
し
て

い
た
ら
、
こ
の
人
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
許
し
て
や
っ
て
く
れ
、
車
の
敷
物
が
汚
れ
た
だ
け
じ
ゃ
な

い
か
」
と
。
こ
う
し
て
馭
者
は
去
ら
ず
に
す
ん
だ（

（1
（

。

こ
の
故
事
を
用
い
て
、
白
居
易
を
馭
者
に
、
裴
度
を
丙
吉
に
譬
え
、
裴
度
の
度
量
の
大
き
さ
と
親
密
さ
を
描
い
て
い
る
。「
青
眼
」

の
故
事
を
加
え
て
解
釈
す
れ
ば
、
こ
の
馭
者
（
＝
白
居
易
）
は
、
酒
に
酔
っ
て
車
を
汚
す
が
、
俗
士
な
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
示

す
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、
末
尾
の
二
句
は
、
詩
題
に
言
う
と
お
り
「
戯
れ
て
」
言
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、「
酒
を
飲
む
と
き
に
は
呼
ん
で
ほ
し
い
」

と
い
う
意
味
で
捉
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
世
説
新
語
』「
任
誕
」
篇
（「
歩
兵
校
尉
缺
」
条
）
注
引
『
文
士
傳
』
に
、
次
の
よ
う
な
故
事
が
あ
る
。

後
に
歩
兵
校
尉
の
役
所
に
酒
が
三
百
石
有
る
の
を
聞
き
、
喜
ん
で
歩
兵
校
尉
の
職
を
求
め
た
。
役
所
に
入
る
と
、
劉
伶
と
共
に
思

う
存
分
飲
ん
だ（

（1
（

。

末
尾
の
二
句
が
、
こ
の
故
事
を
踏
ま
え
た
表
現
と
考
え
れ
ば
、「
友
人
の
役
所
に
酒
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
お
相
伴
に
預
か
ろ
う

と
し
て
い
る
」
と
い
う
構
造
を
踏
ま
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
「
青
眼
」
を
用
い
た
場
合
同
様
、
阮
籍
を
友
人
に
擬
え
、
白
居

易
自
身
は
そ
の
「
青
眼
」
に
見
ら
れ
る
位
置
（
こ
こ
で
は
劉
伶
）
に
あ
る
。



― 211 ―

白居易の「竹林七賢」観

「
青
眼
」
を
用
い
た
場
合
で
は
、
友
人
、
自
分
、
双
方
と
い
う
三
者
の
内
の
誰
か
が
、
阮
籍
の
位
置
に
あ
る
。
そ
し
て
、
洛
陽
時
代

以
前
と
洛
陽
時
代
と
に
大
き
な
使
用
上
の
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。

次
の
「
春
深
に
和
す
二
十
首
」
其
の
十
一
で
は
、
一
例
だ
け
で
は
あ
る
が
、「
青
眼
」
で
は
な
く
「
白
眼
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

春
が
す
ば
ら
し
い
の
は
ど
こ
だ
ろ
う
か
、

そ
れ
は
隠
者
の
家
。

薜
蘿
の
葉
で
作
っ
た
服
を
着
て
、

松
の
花
を
晒
し
て
食
料
と
す
る
。

蘭
で
作
っ
た
帯
に
帯
玉
を
差
し
、

蒲
を
車
輪
と
し
た
車
が
停
ま
っ
て
い
る
。

林
の
間
で
足
を
投
げ
出
し
て
座
り
、

軽
蔑
し
た
目
つ
き
で
俗
人
を
に
ら
む（

（1
（

。

こ
の
「
春
深
に
和
す
二
十
首
」
は
、
冒
頭
二
句
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
詠
わ
れ
る
対
象
が
、「
何
處
春
深
好
、
春
深
隱
士

家
。」
の
「
隠
士
」
の
部
分
で
入
れ
替
わ
る
。
第
一
句
に
て
問
い
を
立
て
、
第
二
句
以
下
で
そ
れ
に
答
え
て
い
く
形
式
で
あ
る
こ
と
に

よ
り
、
描
か
れ
る
人
物
へ
の
仮
託
と
は
な
ら
な
い
。

こ
の
詩
は
、「
隠
士
」
対
象
と
し
て
詠
っ
て
い
る
が
、
明
ら
か
に
阮
籍
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
が
読
み
取
れ
る
。
冒
頭
二
句
に
よ
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る
テ
ー
マ
の
提
示
の
あ
と
、
第
三
～
六
句
で
は
、
隠
者
の
生
活
が
描
か
れ
る
。
そ
し
て
、
末
尾
の
二
句
で
、
隠
者
の
典
型
と
し
て
阮
籍

に
譬
え
て
「
隠
士
」
を
描
い
て
い
る
。
そ
の
描
写
を
細
か
く
分
析
す
れ
ば
、「
林
の
間
（
林
間
）」
と
い
う
の
は
、「
竹
林
」
を
イ
メ
ー

ジ
さ
せ
得
る
。
ま
た
、
時
の
権
力
者
の
前
で
も
「
足
を
投
げ
出
し
て
座
る
（
箕
踞
坐
）」
こ
と
は
、
阮
籍
の
故
事
（
（1
（

と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、「
軽
蔑
し
た
目
つ
き
（
白
眼
）
で
俗
人
を
に
ら
む
（
向
人
斜
）」。
こ
れ
だ
け
阮
籍
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
言
葉
を
用
い
る
の

は
、
白
居
易
が
典
型
的
な
隠
者
と
し
て
阮
籍
を
認
識
し
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
詩
で
重
要
な
の
は
、
い
か
に
阮
籍
を
描
い
た
か
で
は
な
い
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
阮
籍
の
故
事
を
用
い
て
、「
阮

籍
」
な
ど
阮
籍
を
直
接
示
す
語
を
用
い
ず
に
、
阮
籍
を
描
き
つ
つ
も
、
白
居
易
自
身
は
そ
の
描
か
れ
る
「
隠
士
」
を
観
察
す
る
立
場
に

身
を
置
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
春
深
に
和
す
二
十
首
」
と
い
う
詩
に
採
用
さ
れ
た
形
式
や
、「
白
眼
」
の
使
用
例
が
一
つ
し

か
な
い
こ
と
か
ら
、
簡
単
に
比
較
は
で
き
な
い
が
、
推
測
を
逞
し
く
す
れ
ば
、「
青
眼
」
を
使
用
し
た
場
合
に
比
べ
て
、
白
居
易
が
自

身
を
阮
籍
に
仮
託
す
る
こ
と
を
慎
重
に
避
け
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、「
青
眼
」
は
「
白
眼
」
と
表
裏
一
体
の
概
念
だ
が
、「
青
眼
」
は
主
に
親
愛
を
示
し
、
反
対
に
「
白
眼
」
は
俗
士
の
排
除
と
い

う
攻
撃
性
を
含
む
。
こ
の
よ
う
な
「
白
眼
」
と
い
う
語
の
持
つ
攻
撃
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
白
居
易
に
仮
託
を
避
け
る
こ
と
を
促
し
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
、
第
一
章
に
て
見
た
中
尾
氏
の
言
う
阮
籍
の
一
面
、「
時
流
に
抵
抗
し
た
」
と
い
う
属
性
が
自
身
に
付
属
す
る
こ
と
を
避
け

る
と
い
う
行
動
を
示
す
例
と
な
る
だ
ろ
う
。
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第
二
節　
「
途
窮
」

『
晋
書
』
巻
四
十
九
「
阮
籍
伝
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

あ
る
時
気
の
向
く
ま
ま
一
人
車
に
乗
っ
て
出
掛
け
、
わ
き
道
を
通
ら
ず
に
車
を
走
ら
せ
、
道
の
窮
ま
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
行
き
、
慟

哭
し
て
帰
っ
て
来
た（

（1
（

こ
の
記
載
で
は
、
阮
籍
が
思
う
ま
ま
に
は
生
き
ら
れ
な
い
苦
し
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

前
節
で
は
「
青
眼
」、「
白
眼
」
と
い
う
「
眼
」
に
関
わ
る
故
事
を
用
い
た
例
を
見
た
が
、
こ
こ
で
は
、「
途
窮
」
の
故
事
を
用
い
た

例
を
見
て
い
く
。

「
途
窮
」
の
語
は
、
後
藤
秋
正
氏
に
従
え
ば（

（1
（

、
顔
延
之
「
五
君
詠
」
に
始
ま
る
。「
五
君
詠
」
の
該
当
箇
所
は
次
の
通
り
。

人
の
善
し
悪
し
を
論
じ
る
こ
と
は
な
い
が
、
行
き
詰
っ
て
は
慟
哭
す
る
ば
か
り
だ（

（1
（

。

顔
延
之
は
「
五
君
詠
」
で
、
阮
籍
の
「
途
窮
」
の
故
事
を
念
頭
に
、
阮
籍
の
上
手
く
い
か
な
い
、
行
き
詰
っ
た
と
い
う
心
境
を
表
現

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
白
居
易
が
阮
籍
と
「
途
」
の
関
係
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。「
唐
生
に
寄

す
」
の
冒
頭
部
分
を
挙
げ
る
。
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そ
の
昔
賈
誼
は
時
事
に
哭
し
、

阮
籍
は
岐
路
に
哭
し
た
。

唐
生
も
今
哭
し
て
い
る
の
は
、

時
代
は
異
な
る
が
そ
の
悲
し
み
は
彼
ら
と
同
じ
だ（

（1
（

。

こ
の
詩
は
、
洛
陽
時
代
以
前
の
作
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
阮
籍
が
分
か
れ
道
に
泣
い
た
と
言
う
。「
途
窮
」
と
い
う
語
を
用
い
て
は

い
な
い
が
、「
岐
路
」
を
用
い
、
阮
籍
と
「
途
」
と
い
う
関
係
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

次
の
「
渭
村
に
退
居
し
、
禮
部
の
崔
侍
郎
、
翰
林
の
錢
舍
人
に
寄
す
る
詩
一
百
韻
」
で
は
、「
阮
籍
」
な
ど
の
阮
籍
を
直
接
示
す
語

は
用
い
ず
、「
途
窮
」
を
用
い
て
い
る
。
部
分
の
み
挙
げ
る
。

道
が
行
き
詰
っ
て
憔
悴
す
る
ば
か
り
で
、

道
が
あ
っ
た
ら
あ
っ
た
で
彷
徨
う
こ
と
に
な
る（

（2
（

。

こ
こ
で
は
、
道
が
あ
っ
て
も
無
く
て
も
悪
い
結
果
と
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
白
居
易
の
苦
悩
の
様
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
や
は
り

念
頭
に
あ
る
の
は
阮
籍
だ
ろ
う
。

洛
陽
時
代
以
前
の
作
は
こ
の
二
例
し
か
な
い
。「
唐
生
に
寄
す
」
で
は
、
友
人
を
阮
籍
に
擬
え
、「
渭
村
に
退
居
し
、
禮
部
の
崔
侍

郎
、
翰
林
の
錢
舍
人
に
寄
す
る
詩
一
百
韻
」
で
は
、
自
身
を
阮
籍
に
擬
え
て
い
る
。
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そ
れ
で
は
、
洛
陽
時
代
に
な
る
と
ど
う
な
る
だ
ろ
う
。

「
春
深
に
和
す
二
十
首
」
其
の
二

春
が
す
ば
ら
し
い
の
は
ど
こ
だ
ろ
う
か
、

そ
れ
は
貧
賤
の
家
。

庭
は
荒
れ
果
て
、

あ
た
り
の
花
は
散
り
失
せ
る
。

男
は
他
人
に
雇
わ
れ
る
こ
と
に
苦
し
み
、

妻
は
車
引
き
に
出
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
を
愁
う
。

道
が
行
き
詰
れ
ば
平
ら
な
道
で
も
険
し
く
感
じ
る
も
の
で
あ
り
、

一
歩
進
む
こ
と
も
褒
斜
谷
を
越
え
る
こ
と
よ
り
大
変
に
思
う
の
だ（

（2
（

。

「
春
深
に
和
す
二
十
首
」
其
の
十
一
は
先
に
「
白
眼
」
を
用
い
た
例
と
し
て
挙
げ
た
。
こ
の
詩
は
、
同
様
な
形
式
で
、「
貧
賤
」
を
対

象
と
し
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
こ
と
だ
が
、
こ
の
「
其
の
二
」
で
も
、
白
居
易
は
他
者
を
描
き
、
仮
託
と
い
う
意
図
は
な
い
。
自
身
や

自
分
に
近
し
い
友
人
な
ど
が
「
途
窮
」
と
い
う
状
況
に
陥
る
の
で
は
な
く
、「
貧
賤
」
の
人
々
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
阮
籍
の
「
志
を

果
た
せ
な
い
」
と
い
う
属
性
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

次
の
「
新
た
に
沐
浴
す
」
で
も
、「
途
窮
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
末
尾
の
部
分
を
挙
げ
る
。
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ど
こ
か
へ
出
征
す
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
し
、

旅
に
出
る
人
も
い
る
。

道
が
行
き
詰
っ
て
食
料
が
な
く
な
る
旅
人
も
い
る
し
、

寒
く
暗
い
監
獄
に
繋
が
れ
る
人
も
い
る
。

彼
ら
は
ど
う
し
て
苦
し
み
多
い
人
生
を
送
る
の
か
、

思
う
ま
ま
に
生
き
る
私
は
何
が
優
れ
て
い
た
と
い
う
の
か
。

胸
を
撫
で
て
恥
じ
る
し
か
な
い
の
だ
、

誰
も
そ
の
理
由
な
ど
わ
か
ら
な
い
の
だ
か
ら（

（2
（

。

こ
の
詩
で
も
、「
途
窮
」
と
い
う
状
況
に
あ
る
の
は
、
無
名
の
「
旅
人
」
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
は
、
先
に
挙
げ
た
「
春
深
に
和
す

二
十
首
」
其
の
二
と
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
詩
で
は
、「
途
窮
」
と
い
う
状
況
に
あ
る
者
と
対
比
的
に
、
白
居
易
自
身
が
現
れ

て
い
る
。「
苦
し
み
多
い
人
生
（
勞
生
）」
に
対
す
る
「
思
う
ま
ま
に
生
き
る
（
遂
性
）」
私
（
白
居
易
）
で
あ
る
。

洛
陽
時
代
以
前
の
作
で
あ
る
「
渭
村
に
退
居
し
、
禮
部
の
崔
侍
郎
、
翰
林
の
錢
舍
人
に
寄
す
る
詩
一
百
韻
」
で
は
、「
途
窮
」
と
い

う
状
況
に
あ
っ
た
自
分
を
語
る
が
、
洛
陽
時
代
の
作
で
あ
る
「
春
深
に
和
す
二
十
首
」
其
の
二
で
は
、
仮
託
を
意
図
せ
ず
、「
新
た
に

沐
浴
す
」
で
は
、「
途
窮
」
の
対
極
に
あ
る
者
と
し
て
語
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
途
窮
」
の
使
用
法
の
変
化
は
、
何
に
起
因
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、「
途
窮
」
と
い
う
、
背
後
に
阮
籍
が
絶
え

ず
つ
い
て
回
る
語
を
わ
ざ
わ
ざ
用
い
る
に
は
、
阮
籍
を
好
ん
だ
と
い
う
理
由
以
外
に
、
何
か
し
ら
の
理
由
が
必
要
だ
ろ
う
。
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「
途
窮
」
と
い
う
語
の
意
味
を
、
一
般
的
な
「
行
き
詰
る
」
と
い
っ
た
意
味
で
は
な
く
、
よ
り
政
治
的
な
部
分
に
限
定
し
て
定
義
し

直
せ
ば
、「
途
窮
」
と
は
、
政
治
的
な
栄
達
を
望
む
と
い
う
欲
望
が
満
た
さ
れ
な
い
と
い
う
状
況
を
示
す
語
だ
と
捉
え
ら
れ
る
。
白
居

易
が
実
際
に
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
中
尾
氏
が
「
彼
ら
（
引
用
者
注
：「
竹
林
七
賢
」
や
陶
淵
明

等
）
の
如
く
危
難
を
避
け
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
や
は
り
中
央
政
界
に
執
着
の
無
い
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と

言
う
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
白
居
易
は
、
自
身
の
政
治
的
な
栄
達
を
望
む
と
い
う
欲
望
が
消
失
し
た
こ
と
を
示
す
た
め
、
も
し
く
は
欲

望
を
隠
す
た
め
に
、
こ
の
よ
う
に
「
途
窮
」
の
使
用
法
を
変
化
さ
せ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
を
前
提
に
、
洛
陽
時
代
の
阮
籍
に
言
及
し
た
詩
を
見
れ
ば
、「
琴
酒
に
對
す
」
で
は
、

昔
か
ら
琴
や
酒
は
あ
っ
た
が
、

こ
の
素
晴
ら
し
さ
を
わ
か
る
者
は
稀
だ
っ
た
。

た
だ
嵆
康
と
阮
籍
、

そ
し
て
私
の
三
人
だ
け
が
わ
か
っ
て
い
る
の
だ（

（2
（

。

と
、
琴
と
酒
の
素
晴
ら
し
さ
が
わ
か
る
こ
と
を
言
う
。
こ
れ
は
、
洛
陽
時
代
に
言
及
が
多
く
見
ら
れ
る
劉
伶
へ
の
言
及
と
同
趣
の
も
の

で
あ
り
、「
詩
酒
琴
の
人
、
例
と
し
て
多
く
は
薄
命
な
り
、
予
酷
だ
三
事
を
好
む
、
雅
に
此
科
に
當
れ
り
、
而
る
に
得
る
所
已
に
多

く
、
幸
た
る
こ
と
斯
に
甚
し
、
偶
狂
詠
を
成
し
、
聊
か
愧
懷
を
寫
す
」
で
は
、
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嵆
康
と
阮
籍
は
高
位
に
上
ら
ず
、

孟
郊
と
張
籍
は
貧
窮
の
内
に
人
生
を
過
ご
し
た（

（2
（

。

と
、
高
位
に
上
ら
な
い
（
＝
政
治
的
な
栄
達
を
果
た
さ
な
か
っ
た
）
こ
と
が
触
れ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
鄭
二
司　

と
李
六
郎
中
と
寒
食
の

日
相
過
り
、
同
じ
く
宴
し
て
贈
ら
る
る
に
酬
ゆ
」
で
は
、

お
出
迎
え
す
る
老
い
ぼ
れ
の
私
を
憐
れ
ん
で
く
だ
さ
い
、

も
て
な
し
を
見
て
阮
籍
の
よ
う
な
我
が
家
の
貧
乏
を
笑
わ
な
い
で
く
だ
さ
い（

（2
（

。

と
、
阮
籍
の
貧
乏
を
自
身
の
貧
乏
に
譬
え
る
。
こ
の
よ
う
に
阮
籍
を
、
酒
を
好
み
、
高
位
に
上
ら
ず
、
貧
乏
で
あ
っ
た
人
物
と
し
て
描

く
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
阮
籍
に
仮
託
さ
れ
る
の
は
、「
詩
酒
琴
の
人
、
…
…
」
を
除
い
て
、
老
い
ぼ
れ
た
白
居
易
自
身
で
あ
る
。

「
詩
酒
琴
の
人
、
…
…
」
で
は
、
白
居
易
は
阮
籍
と
同
じ
よ
う
に
三
事
を
好
み
な
が
ら
も
、「
栄
名
厚
禄
（
（2
（

」
を
受
け
た
こ
と
を
言
う
。

こ
の
よ
う
に
、
洛
陽
時
代
の
作
も
細
か
い
表
現
を
見
れ
ば
、
中
尾
氏
の
言
う
「
中
央
政
界
に
執
着
の
無
い
こ
と
を
示
す
」
と
い
う
こ

と
を
読
み
取
れ
る
。
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第
三
章　

嵆
康
と
「
慵
」

前
章
で
は
、
阮
籍
に
関
わ
る
故
事
を
見
た
。
こ
の
章
で
は
、
嵆
康
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
し
か
し
、
嵆
康
に
関
す
る
故
事
を
用
い
た

例
は
、
白
居
易
の
詩
で
は
見
つ
か
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
嵆
康
に
言
及
し
た
詩
の
細
か
い
描
写
を
中
心
に
見
て
い
く
。

「
中
央
政
界
に
執
着
の
無
い
こ
と
を
示
す
」
と
い
う
こ
と
を
、
中
尾
氏
は
嵆
康
に
言
及
し
た
詩
で
は
な
い
詩
で
当
時
の
状
況
を
踏
ま

え
て
論
証
さ
れ
た
。
し
か
し
、
嵆
康
に
言
及
し
た
詩
だ
け
で
も
、
そ
れ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
ま
ず
考
え
た
い
の
は
、
な
ぜ
洛
陽
時
代
に
な
る
と
嵆
康
と
と
も
に
「
慵
」、「
懶
」
を
詠
う
こ
と
が
多
く
な
る
の
だ
ろ
う

か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
特
に
「
慵
」
に
つ
い
て
、
細
か
い
描
写
と
と
も
に
、
洛
陽
時
代
と
洛
陽
時
代
以
前
と
の
詠
わ
れ

る
属
性
の
変
化
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

先
に
洛
陽
時
代
に
な
る
と
、
嵆
康
と
と
も
に
「
慵
」
を
詠
う
こ
と
が
多
く
な
る
と
言
っ
た
が
、
洛
陽
時
代
の
作
の
中
で
、
一
つ
だ
け

傾
向
の
異
な
る
も
の
が
あ
る
。

「
晚
に
香
山
寺
に
歸
り
因
り
て
所
懷
を
詠
ず
」

年
は
日
々
老
い
て
い
き
、

体
は
日
々
暇
に
な
っ
て
い
く
。

暇
な
と
き
に
都
の
門
を
出
て
見
渡
せ
ば
、
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見
え
る
の
は
た
だ
山
水
の
景
色
の
み
。

関
山
は
緑
映
え
て
そ
び
え
立
ち
、

伊
水
の
流
れ
は
清
ら
か
に
流
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
景
色
の
内
に
古
び
た
寺
が
あ
り
、

戸
締
り
も
さ
れ
て
い
な
い
。

岸
辺
の
草
は
一
休
み
す
る
た
め
に
敷
い
て
あ
る
よ
う
で
、

小
道
の
蘿
は
よ
じ
登
る
た
め
に
あ
る
よ
う
だ
。

朝
に
は
浮
雲
と
と
も
に
こ
の
寺
を
出
て
、

夜
に
は
鳥
と
と
も
に
帰
っ
て
く
る
。

私
は
元
々
処
世
に
拙
い
人
間
で
あ
り
、

艱
難
辛
苦
が
と
り
わ
け
多
か
っ
た
。

嵆
康
と
呂
安
が
、

と
り
わ
け
後
悔
し
た
の
は
気
分
に
む
ら
が
あ
り
頑
な
だ
っ
た
こ
と
だ
そ
う
だ
。

ま
た
巣
父
は
悟
っ
て
箕
山
穎
水
の
間
に
隠
れ
、

四
皓
は
商
山
に
隠
れ
た
そ
う
だ
。

彼
ら
は
世
俗
の
拘
束
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
好
ん
だ
だ
け
だ
ろ
う
か
、

身
に
迫
る
心
配
事
を
避
け
る
意
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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私
も
同
じ
よ
う
に
心
配
事
を
避
け
る
た
め
、

伊
水
嵩
山
の
間
に
身
を
終
え
よ
う
と
思
う
（
（2
（

。

こ
の
詩
は
洛
陽
時
代
の
作
で
あ
り
、
閑
職
に
身
を
置
く
白
居
易
の
感
慨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
、「
嵆
康
と
呂
安
」

の
こ
と
と
は
、
呂
安
の
兄
が
呂
安
の
妻
に
手
を
出
し
た
こ
と
に
よ
る
も
め
事
に
際
し
、
兄
弟
の
間
を
何
と
か
取
り
持
と
う
と
努
力
し
た

嵆
康
だ
が
、
反
対
に
兄
か
ら
「
不
孝
」
の
罪
で
訴
え
ら
れ
た
呂
安
に
連
座
し
て
処
刑
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
嵆
康
と
呂
安
の
最
期
の
理
由
と
し
て
、
挙
げ
ら
れ
る
の
が
「
気
分
に
む
ら
が
あ
り
頑
な
だ
っ
た
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

同
様
な
欠
点
が
、
向
秀
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
嵆
康
の
志
は
遠
大
だ
が
む
ら
が
あ
り
、
呂
安
の
心
は
広
大
だ
が
気
ま
ま
で
あ
る（

（2
（

。

こ
の
よ
う
な
欠
点
を
持
つ
、
嵆
康
と
呂
安
に
対
す
る
の
は
、
隠
者
と
し
て
著
名
な
、
巣
父
や
四
皓
で
あ
る
。
彼
ら
に
対
し
、
単
に
隠

遁
し
た
か
っ
た
か
ら
隠
れ
た
の
で
は
な
く
、
災
い
を
避
け
る
た
め
の
意
味
も
あ
っ
た
と
い
う
白
居
易
の
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

両
者
の
内
、
白
居
易
は
、
嵆
康
や
呂
安
で
は
な
く
、
巣
父
や
四
皓
の
よ
う
に
、
世
を
逃
れ
災
い
を
避
け
る
方
を
選
ぶ
こ
と
を
宣
言
し

て
、
詩
を
終
え
る
。「
私
は
元
々
処
世
に
拙
い
人
間
で
あ
」
る
と
い
う
白
居
易
自
身
の
告
白
と
、
最
終
的
な
選
択
を
比
べ
合
わ
せ
れ

ば
、
白
居
易
は
、
以
前
は
嵆
康
や
呂
安
と
同
じ
よ
う
に
、
思
う
ま
ま
生
き
て
い
た
が
、
今
現
在
に
お
い
て
は
、
悟
っ
た
巣
父
や
四
皓
の

よ
う
に
、
世
間
か
ら
隠
れ
よ
う
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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実
際
、
白
居
易
は
洛
陽
時
代
以
前
の
詩
に
お
い
て
、
自
身
を
「
疏
頑
」
と
し
て
い
る
。「
常
樂
里
に
閑
居
し
、
偶
た
ま
十
六
韻
を
題

し
、
兼
ね
て
劉
十
五
公
輿
・
王
十
一
起
・
呂
二
炅
・
呂
四
穎
・
崔
十
八
玄
亮
・
元
九
稹
・
劉
三
十
敦
質
・
張
十
五
仲
方
に
寄
す
。
時
に

校
書
郎
爲
り
」
の
部
分
を
挙
げ
る
。

都
長
安
は
名
利
の
場
、

鶏
が
鳴
け
ば
の
ん
び
り
し
て
い
る
者
な
ど
い
な
い
。

た
だ
一
人
な
ま
け
者
の
私
は
、

日
が
高
く
な
っ
て
も
髪
も
整
え
て
い
な
い
。

　
　
（
中
略
）

ひ
と
月
に
二
十
日
役
所
に
勤
め
れ
ば
よ
く
、

私
も
気
分
に
む
ら
が
あ
り
頑
な
自
分
そ
の
ま
ま
で
い
ら
れ
る（

（2
（

。

こ
の
詩
は
、
登
第
し
起
家
と
し
て
校
書
郎
と
な
っ
た
時
の
作
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
自
身
を
「
気
分
に
む
ら
が
あ
り
頑
な
（
原
文

「
頑
疏
」）」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、「
な
ま
け
者
（
原
文
「
懶
慢
者
」）」「
髪
を
整
え
な
い
（
原
文
「
頭
未
梳
」）」（

（3
（

と
い
う
語
か
ら
、
自
身
を

嵆
康
に
擬
え
て
、
そ
の
属
性
で
あ
る
「
気
分
に
む
ら
が
あ
り
頑
な
」「
な
ま
け
者
」
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

洛
陽
時
代
以
前
、
自
身
を
嵆
康
に
擬
え
て
い
た
白
居
易
が
、
洛
陽
時
代
に
入
る
と
、
嵆
康
を
否
定
し
、
巣
父
や
四
皓
の
振
る
舞
い
を

選
択
す
る
。
こ
の
変
化
は
ど
う
説
明
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
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洛
陽
時
代
以
前
の
作
で
は
、「
琴
」、「
酒
」
と
い
う
属
性
を
挙
げ
る
「
馬
上
の
作
」、「
風
流
」
を
挙
げ
る
「
王
質
夫
を
哭
す
」、「
超

越
」
を
挙
げ
る
「
新
樓
北
園
に
偶
集
し
、
…
…
」、「
処
刑
」
に
関
わ
る
属
性
を
挙
げ
る
「
讀
史
五
首
」
其
の
二
、「
雜
感
」、「
処
刑
」

に
加
え
て
「
養
生
」
を
挙
げ
る
「
鄭
侍
御
が
東
陽
に
て
春
悶
に
懷
を
放
に
し
越
遊
を
追
ひ
て
寄
せ
ら
れ
し
に
酬
ゆ
る
に
和
す
」、
嵆
康

の
「
山
巨
源
に
与
ふ
絶
交
書
」
を
ユ
ー
モ
ア
と
し
て
用
い
た
「
馬
侍
御
の
贈
ら
る
る
に
答
ふ
」
と
、
嵆
康
の
属
性
を
多
様
に
描
い
て
い

る
が
、
洛
陽
時
代
に
な
る
と
、
阮
籍
と
と
も
に
詠
わ
れ
る
場
合
、
先
に
挙
げ
た
「
晚
に
香
山
寺
に
歸
り
因
り
て
所
懷
を
詠
ず
」
を
除
い

た
ほ
と
ん
ど
が
、「
慵
」
と
い
う
属
性
を
詠
う
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
を
考
慮
に
入
れ
て
、「
晚
に
香
山
寺
に
歸
り
因
り
て
所
懷
を
詠
ず
」

に
示
さ
れ
た
白
居
易
の
見
解
を
解
釈
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
嵆
康
／
巣
父
・
四
皓
と
い
う
対
立
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
巣
父
・
四
皓
と
同
じ
よ
う
に
隠
遁
を
願
う
白
居
易
が
示
さ
れ
る
。

ま
た
、「
巣
父
・
四
皓
」
が
災
い
を
避
け
得
た
一
つ
の
理
由
と
し
て
、「
隠
遁
」
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
巣
父
や
四

皓
も
「
隠
遁
」
し
な
け
れ
ば
、
嵆
康
と
同
様
な
結
末
に
な
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
を
逆
か
ら
言
え
ば
、
嵆
康
も
隠
遁
し
て
い
れ

ば
、「
疏
頑
」
が
「
心
配
事
」
の
原
因
と
は
な
ら
な
く
な
り
、「
巣
父
・
四
皓
」
と
同
じ
よ
う
に
、「
心
配
事
を
避
け
る
」
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

洛
陽
時
代
に
描
か
れ
た
嵆
康
の
属
性
の
う
ち
、「
酒
」
や
「
琴
」
の
よ
う
な
阮
籍
と
と
も
に
詠
わ
れ
る
も
の
を
除
け
ば
、
嵆
康
が
個

人
的
に
詠
わ
れ
る
属
性
は
、「
処
刑
」
に
関
す
る
属
性
と
「
慵
」
で
あ
る
。「
処
刑
」
は
、「
疏
頑
」
が
原
因
と
な
っ
た
と
い
う
白
居
易

の
見
解
を
考
慮
す
れ
ば
、「
隠
遁
」
す
る
こ
と
で
、「
疏
頑
」
と
い
う
属
性
が
排
除
さ
れ
、
嵆
康
の
個
人
的
な
属
性
と
し
て
は
、「
慵
」

が
残
る
。「
晚
に
香
山
寺
に
歸
り
因
り
て
所
懷
を
詠
ず
」
と
、
洛
陽
時
代
及
び
そ
れ
以
前
に
詠
わ
れ
た
属
性
の
変
化
を
合
わ
せ
考
え
れ

ば
、
こ
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
。
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前
章
で
見
た
よ
う
に
、
阮
籍
に
関
す
る
故
事
を
用
い
た
場
合
も
、
白
居
易
は
、
政
治
的
な
栄
達
を
望
む
と
い
う
欲
望
の
消
失
を
示
す

か
も
し
く
は
隠
す
た
め
に
、「
途
窮
」
の
語
の
使
用
法
を
変
化
さ
せ
て
い
た
。

こ
の
章
で
は
、
嵆
康
に
関
し
て
、
そ
の
詠
わ
れ
る
属
性
の
変
化
と
「
晚
に
香
山
寺
に
歸
り
因
り
て
所
懷
を
詠
ず
」
か
ら
、
白
居
易
の

思
考
を
追
跡
し
て
き
た
が
、「
慵
」
と
い
う
属
性
が
詠
わ
れ
る
の
が
増
え
る
こ
と
が
何
を
示
す
の
か
。

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
白
居
易
の
論
理
で
は
、
嵆
康
か
ら
「
疏
頑
」
と
い
う
属
性
を
取
り
除
い
て
し
ま
え
ば
、「
慵
」
に
生
き
る
隠
者

で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
嵆
康
と
白
居
易
自
身
が
同
じ
だ
と
、
む
し
ろ
自
分
の
方
が
「
慵
」
で
あ
る
と
洛

陽
時
代
以
前
か
ら
言
っ
て
い
る（

（3
（

。
つ
ま
り
、
洛
陽
時
代
の
白
居
易
は
、「
疏
頑
」
と
い
う
属
性
が
無
く
な
っ
た
嵆
康
で
あ
り
、「
慵
」
の

中
に
生
き
る
隠
者
で
あ
る
と
宣
言
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
中
尾
氏
の
言
う
、「
中
央
政
界
に
執
着
の
無
い
こ
と
を
示
す
」

と
い
う
説
に
沿
っ
た
白
居
易
の
自
己
表
現
と
見
做
し
得
る
だ
ろ
う
（
小
論
で
詩
か
ら
抽
出
し
た
白
居
易
の
思
考
や
論
理
を
、
白
居
易
自
身
が
ど

れ
だ
け
自
覚
し
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
）。

お
わ
り
に

小
論
で
は
、
中
尾
氏
の
研
究
を
受
け
、
そ
の
指
摘
を
中
尾
氏
の
用
い
な
か
っ
た
材
料
を
用
い
て
論
証
す
る
と
い
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
。
白
居
易
の
研
究
を
進
め
る
中
尾
氏
が
、「
竹
林
七
賢
」
に
言
及
し
た
詩
よ
り
も
、
よ
り
白
居
易
の
後
半
生
の
処
世
へ
の
認
識
を
示

す
詩
を
用
い
て
考
察
さ
れ
る
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
小
論
で
は
、
中
尾
氏
の
指
摘
が
「
竹
林
七
賢
」
に
言
及
し
た
詩
か
ら
も
読
み
取
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
れ
は
、
筆
者
の
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白
居
易
へ
の
関
心
よ
り
も
「
竹
林
七
賢
」
の
描
き
方
へ
の
関
心
の
方
が
強
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
小
論
が
成
立
す
る
に

は
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
形
で
、
中
尾
氏
が
指
摘
さ
れ
た
お
か
げ
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

注
（
1
）　

劉
伶
を
扱
わ
な
い
理
由
と
し
て
は
、
本
文
後
述
の
中
尾
氏
論
考
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
劉
伶
に
関
す
る
変
化
は
、「
量
的
」
な
も
の
に
過

ぎ
ず
、
小
論
が
目
的
と
す
る
阮
籍
、
嵆
康
に
関
し
て
見
ら
れ
る
「
属
性
の
変
化
」
と
は
異
な
る
た
め
で
あ
る
。

（
2
）　

中
尾
健
一
郎
氏
「
洛
陽
時
代
の
白
居
易
と
魏
晉
の
士
人
―
『
竹
林
七
賢
』
を
中
心
に
」（『
中
唐
文
学
会
報
』、
第
十
八
号
、
二
〇
一
一
年
十

月
、
一
七
～
三
六
頁
）。

（
3
）　

前
掲
論
文
、
二
一
頁
。

（
4
）　

前
掲
論
文
、
二
九
頁
。

（
5
）　

引
用
は
『
白
居
易
集
箋
校
』（
上
海
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
、
第
一
版
第
二
刷
）
に
よ
る
。
な
お
、
中
国
語
文
は
拙
訳

で
示
し
、
注
に
原
文
を
示
す
。

（
6
）　

原
文
「
籍
又
能
為
青
白
眼
、
見
禮
俗
之
士
、
以
白
眼
對
之
。
及
嵆
喜
來
弔
、
籍
作
白
眼
、
喜
不
懌
而
退
。
喜
弟
康
聞
之
、
乃
齎
酒
挾
琴
造

焉
、
籍
大
悅
、
乃
見
青
眼
。」（
房
玄
齡
等
撰
『
晋
書
』、
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
一
一
月
、
第
一
版
、
一
三
六
一
頁
）。

（
7
）　

原
文
「
各
有
詩
千
首
、
俱
拋
海
一
邊
。
白
頭
吟
處
變
、
靑
眼
望
中
穿
。」（
前
掲
『
白
居
易
集
箋
校
』、
一
〇
五
九
頁
）。

（
8
）　

原
文
「
晚
來
籃
轝
雪
中
迴
、
喜
遇
君
家
門
正
開
。
唯
要
主
人
靑
眼
待
、
琴
詩
談
笑
自
將
來
。」（
前
掲
『
白
居
易
集
箋
校
』、
一
六
〇
四
頁
）。

（
9
）　

原
文
「
偶
作
關
東
使
、
重
陪
洛
下
遊
。
病
來
從
斷
酒
、
老
去
可
禁
愁
。
款
曲
偏
靑
眼
、
蹉
跎
各
白
頭
。
蓬
山
閑
氣
味
、
依
約
似
龍
樓
。」（
前

掲
『
白
居
易
集
箋
校
』、
一
七
三
二
頁
）。

（
10
）　

原
文
「
各
以
詩
成
癖
、
俱
因
酒
得
仙
。
笑
迴
靑
眼
語
、
醉
並
白
頭
眠
。」（
前
掲
『
白
居
易
集
箋
校
』、
一
九
九
六
頁
）。

（
11
）　

原
文
「
洛
川
汝
海
封
畿
接
、
履
道
集
賢
來
往
頻
。
一
復
時
程
雖
不
遠
、
百
餘
步
地
更
相
親
。
朱
門
陪
宴
多
投
轄
、
靑
眼
留
歡
任
吐
茵
。
聞
道

郡
齋
還
有
酒
、
風
前
月
下
對
何
人
。」（
前
掲
『
白
居
易
集
箋
校
』、
二
二
一
五
頁
）。

（
12
）　

原
文
「
吉
馭
吏
耆
酒
、
數
逋
蕩
。
嘗
從
吉
出
、
醉
歐
丞
相
車
上
。
西
曹
主
吏
白
欲
斥
之
、
吉
曰
、
以
醉
飽
之
失
去
士
、
使
此
人
將
復
何
所
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容
。
西
曹
地
忍
之
、
此
不
過
汙
丞
相
車
茵
耳
。
遂
不
去
也
。」（
班
固
撰
、
顔
師
古
注
『
漢
書
』、
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
四
月
、
第

一
版
第
三
刷
、
三
一
四
六
頁
）。

（
13
）　

原
文
「
後
聞
步
兵
廚
中
有
酒
三
百
石
、
忻
然
求
為
校
尉
。
於
是
入
府
舍
、
與
劉
伶
酣
飲
。」（
劉
義
慶
撰
、
劉
孝
標
注
、
朱
鑄
禹
彙
校
集
注

『
世
説
新
語
彙
校
集
注
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
、
第
一
版
第
一
次
印
刷
、
六
一
一
～
六
一
二
頁
）。

（
14
）　

原
文
「
何
處
春
深
好
、
春
深
隱
士
家
。
野
衣
裁
薜
葉
、
山
飯
曬
松
花
。
蘭
索
紉
幽
珮
、
蒲
輪
駐
軟
車
。
林
間
箕
踞
坐
、
白
眼
向
人
斜
。」（
前

掲
『
白
居
易
集
箋
校
』、
一
八
三
〇
頁
）。

（
15
）　

阮
籍
伝
に
「
裴
楷
往
弔
之
、
籍
散
髮
箕
踞
」
と
あ
る
（
前
掲
『
晋
書
』、
一
三
六
一
頁
）。

（
16
）　

原
文
「
時
率
意
獨
駕
、
不
由
徑
路
、
車
跡
所
窮
、
輒
慟
哭
而
反
」（
前
掲
『
晋
書
』、
一
三
六
一
頁
）。

（
17
）　

後
藤
秋
正
氏
は
、
杜
甫
の
詩
に
見
え
る
「
窮
途
」
を
、「
あ
る
い
は
旅
先
で
の
生
活
の
ゆ
き
づ
ま
り
を
言
い
、
あ
る
い
は
安
史
の
乱
以
後
も

各
地
で
戦
乱
が
続
く
国
家
の
情
況
と
も
結
び
つ
い
て
自
身
の
進
路
が
見
出
せ
な
い
悲
痛
な
心
境
を
表
現
し
て
い
る
」（
後
藤
秋
正
氏
「『
窮
途
』

補
記 : 

詩
語
の
イ
メ
ー
ジ
」『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
人
文
科
学
・
社
会
科
学
編
、
五
三
巻
一
号
、
二
〇
〇
二
年
九
月
、
二
七
～
四
二
頁
、

引
用
箇
所
は
二
八
頁
）
と
説
明
し
て
い
る
。

（
18
）　

原
文
「
物
故
不
可
論
、
途
窮
能
無
慟
。」（
蕭
統
『
文
選
』
成
都
、
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
七
月
、
第
一
版
、
三
〇
三
頁
）。

（
19
）　

原
文
「
賈
誼
哭
時
事
、
阮
籍
哭
路
歧
。
唐
生
今
亦
哭
、
異
代
同
其
悲
。」（
前
掲
『
白
居
易
集
箋
校
』、
四
三
頁
）。

（
20
）　

原
文
「
途
窮
任
憔
悴
、
道
在
肯
徬
徨
。」（
前
掲
『
白
居
易
集
箋
校
』、
八
七
六
頁
）。

（
21
）　

原
文
「
何
處
春
深
好
、
春
深
貧
賤
家
。
荒
涼
三
逕
草
、
冷
落
四
鄰
花
。
奴
困
歸
傭
力
、
妻
愁
出
賃
車
。
途
窮
平
路
險
、
舉
足
劇
褒
斜
。」（
前

掲
『
白
居
易
集
箋
校
』、
一
八
二
八
頁
）。

（
22
）　

原
文
「
何
處
征
戍
行
、
何
人
羈
旅
遊
。
窮
途
絶
糧
客
、
寒
獄
無
燈
囚
。
勞
生
彼
何
苦
、
遂
性
我
何
優
。
撫
心
但
自
愧
、
孰
知
其
所
由
。」（
前

掲
『
白
居
易
集
箋
校
』、
二
四
七
三
頁
）。

（
23
）　

原
文
「
自
古
有
琴
酒
、
得
此
味
者
稀
。
祇
應
康
與
籍
、
及
我
三
心
知
。」（
前
掲
『
白
居
易
集
箋
校
』、
二
〇
六
〇
頁
）。

（
24
）　

原
文
「
中
散
步
兵
終
不
貴
、
孟
郊
張
籍
過
於
貧
。」（
前
掲
『
白
居
易
集
箋
校
』、
二
一
七
八
頁
）。

（
25
）　

原
文
「
迎
接
須
矜
疏
傅
老
、
祇
供
莫
笑
阮
家
貧
。」（
前
掲
『
白
居
易
集
箋
校
』、
二
二
五
五
頁
）。

（
26
）　

原
文
「
榮
名
厚
祿
」（
前
掲
『
白
居
易
集
箋
校
』、
二
一
七
八
頁
）。
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（
27
）　

原
文
「
我
年
日
已
老
、
我
身
日
已
閑
。
閑
出
都
門
望
、
但
見
水
與
山
。
闕
塞
碧
巖
巖
、
伊
流
淸
潺
潺
。
中
有
古
精
舍
、
軒
戶
無
扃
關
。
岸
草

歇
可
籍
、
逕
蘿
行
可
攀
。
朝
隨
浮
雲
出
、
夕
與
飛
鳥
還
。
吾
道
本
迂
拙
、
世
途
多
險
艱
。
嘗
聞
嵇
呂
輩
、
尤
悔
生
疏
頑
。
巢
悟
入
箕
潁
、
皓
知

返
商
顏
。
豈
唯
樂
肥
遁
、
聊
復
祛
憂
患
。
吾
亦
從
此
去
、
終
老
伊
嵩
間
。」（
前
掲
『
白
居
易
集
箋
校
』、
二
〇
三
七
頁
）。

（
28
）　

原
文
「
然
嵆
志
遠
而
疏
、
呂
心
曠
而
放
。」（
前
掲
『
文
選
』、
二
二
九
頁
）。

（
29
）　

原
文
「
帝
都
名
利
場
、
雞
鳴
無
安
居
。
獨
有
懶
慢
者
、
日
高
頭
未
梳
。（
中
略
）
三
旬
兩
入
省
、
因
得
養
頑
疏
。」（
前
掲
『
白
居
易
集
箋

校
』、
二
六
三
頁
）。

（
30
）　
「
山
巨
源
に
與
ふ
る
絶
交
書
」
に
「
性
復
疏
嬾
、
筋
駑
肉
緩
、
頭
面
常
一
月
十
五
日
不
洗
、
不
大
悶
癢
、
不
能
沐
也
」（
前
掲
『
文
選
』、

六
〇
一
頁
）
と
あ
る
。

（
31
）　
「
慵
を
詠
ず
」
に
「
嘗
聞
嵆
叔
夜
、
一
生
在
慵
中
。
彈
琴
復
鍛
鐵
、
比
我
未
爲
慵
。」（
前
掲
『
白
居
易
集
箋
校
』、
三
三
五
頁
）
と
あ
る
。


